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位置的・自然的特性 

桐生市は、1921年に全国 84番目の

市として誕生しました。その後、幾多

の市域の変遷をへて、2005年には新里

村、黒保根村と合併し、面積は約 2倍

に広がりました。 

群馬県の東南部に位置し、前橋市、

伊勢崎市、太田市、沼田市、みどり

市、栃木県の足利市、佐野市と接して

おり、東京とは直線距離で約 90キロ、

車で約 2時間、ＪＲ（新幹線経由）ま

たは東武鉄道で、約 1時間 40分で結ば

れています。 

市街地には渡良瀬川と桐生川が流

れ、山々が屏風状に連なり、市の総面積の

約 7割を森林が占めるなど、水と緑に恵ま

れた自然豊かな地となっています。 

 

歴史的・文化的特性 

桐生の歴史は古く、市内からは縄文時代の石器・土器、住居跡が発掘され、なかでも千

網谷戸遺跡（ちあみがいどいせき）から出た耳飾りは、国の重要文化財に指定されていま

す。 

また、古くから織物のまちとして発展してきた桐生市は、奈良時代のはじめには絹織物

を朝廷に献上した記録が残っており、江戸時代には「西の西陣、東の桐生」とうたわれ、

織物の一大産地となりました。 

現在も、織物産業の繁栄を今に伝える町並みがいたるところに残っています。天満宮地

区と本町一、二丁目には、約 400年前の土地の区画（敷地割）に、江戸後期から昭和初期

に建てられた主屋や土蔵、ノコギリ屋根の工場など、絹織物業に関わるさまざまな建造物

が数多く残っており、国の「重要伝統的建造物群保存地区※」に選定されています。 

 

北緯 36度 24分 19秒 東経 139度 19分 50秒  

標高 107.672メートル 

 

市役所の位置 

 

※ 重要伝統的建造物群保存地区…市町村が条例などにより、歴史的な建造物や町並み、またそれらと一体となって

いる環境を保存するために都市計画で決めた伝統的建造物群保存地区のうち、文化財保護法の規定に基づき、特に価

値が高いものとして国が選定したもの。 
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気象（令和 2 年） 

年平均気温 15.6度 

最高気温 40.5度 

最低気温 マイナス 6.3度 

※前橋地方気象台ホームページより 

 

人口と世帯（令和 3 年 12 月末） 

区域 男 女 計 世帯数 

旧桐生市 42,459人 46,125人 88,584人 42,149世帯 

新里町 7,999 人 8,138 人 16,137人 6,504 世帯 

黒保根町 825人 833人 1,658 人 812世帯 

計 51,283人 55,096人 106,379人 49,465世帯 

注：旧桐生市は、平成 17年 6月 13日の新里村、黒保根村との合併前の桐生市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※データは国勢調査数値 
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推進項目の一部を参考に紹介 

１ 日本遺産を活用した観光施策 

 

 

 

 

 

２ まちなかを活用した観光施策 

 

 

 

 

 

３ 周辺地域と連携した観光施策 
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５ 桐生市の特長を活かした観光施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 公民で連携した観光施策 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

結
果
概
要
 

調
査
方
法
 

参
 
考
 


